
全国学力・学習状況調査結果（概要）のお知らせ 
 
令和７年４月１７日（木）に、全国の小学校６年生を対象に実施した「全国学力・学習状況調査」の結果

と分析についてお知らせいたします。本校では、本調査結果を基に指導内容の重点を明確にし、授業改善に
努めてまいります。引き続き、各御家庭と連携しながら子供たちの学力向上に取り組んでいきたいと思いま
すので、御協力のほどよろしくお願いいたします。 
 
「全国学力・学習状況調査」４月１７日実施 調査対象 ６年生１３２名 
（1） 国語 

学習指導要領の領域の内容別 平均正答率％ 
 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 

国語全体 
 

言葉の特徴
や使い方に
関する事項 

情報の扱い
方に関する

事項 

我が国の言
語文化に関
する事項 

話すこと 
聞くこと 

書くこと 読むこと 

本校 ７５．４ ６５．９ ８６．４ ７１．７ ７６．３ ６４．６ ７２．０ 
東京都 ７７．９ ６６．９ ８３．８ ６９．９ ７２．４ ６１．０ ７０．０ 
全国 ７６．９ ６３．１ ８１．２ ６６．３ ６９．５ ５７．５ ６６．８ 
☆国語全体の平均正答率は、全国平均より５．２ポイント高く、東京都平均より２．０ポイント上回りま
した。 

 
●平均を下回った問題、課題となる内容 

領域別に分析すると、知識及び技能の「言葉の特徴や使い方に関する事項」では、２．５ポイント、
「情報の取り扱い方に関する事項」では、１ポイント、東京都の平均を下回りました。「言葉の特徴や使
い方に関する事項」の設問は 2 問あり、相手の（このみ）、（あつい）日にを、漢字を使って書き直す問
題です。（このみ）を（好み）と正答した児童は、９１．７％であったが、（あつい）を（暑い）と正答
した児童は５９．１％と全国平均７２．１％より大きく下回りました。 

  「情報の取り扱いに関する事項」の設問は１問あり、【話し合いの記録】の書き表し方を説明したもの
として適切なものを選択する問題です。 

 
◎調査結果を受けての学習の重点 
  漢字や言葉などの正確な知識を定着させる取組、及び、話合いなどの言語活動を今後も充実させていき
ます。また、授業時間や読書旬間などを生かし、読書に親しむ取組みにも一層力を入れていきます。「書
くこと」について、国語科における自分の意見や考えの記述、文章の要約、作文の指導に力を入れていく
とともに、他教科においても、学習のまとめや考察、学習感想をまとめる場面で、同様に記述力を高めら
れるよう指導していきます。 

 
 

（2） 算数 
学習指導要領の領域の内容別 平均正答率％ 
 数と計算 図形 測定 変化と関係 データの活用 算数全体 
本校 ６９．８ ６２．３ ５７．６ ６５．４ ６９．７ ６５．０ 
東京都 ６８．３ ６１．２ ６０．５ ６４．９ ６７．６ ６４．０ 
全国 ６２．３ ５６．２ ５４．８ ５７．５ ６２．６ ５８．０ 

  ☆算数全体の平均正答率は、全国平均に比べて７．０ポイント高く、東京都平均と同程度でした。 
 
 ●平均を下回った問題、課題となる内容 
  「測定」の問題では、東京都の平均を２．９ポイント下回りました。日常の問題解決における数量の関
係の問題に苦手な傾向が見られました。具体的には、「ハンドソープが何回プッシュできるか」といった、
身近な事象を題材にした問題が出題されました。文章で示された情報を読み取り、複数の手順を踏んで答
えを導き出すような思考力・応用力を要する問題で、正答率が低い傾向にあります。単純な公式の暗記に
留まり、それを実生活の場面で活用する力が不足していることが課題です。 

 
◎調査結果を受けての学習の重点 
  実感を伴う体験的な学習を重視し、はかりやメジャーなどの具体的な道具を実際に使い、長さを測った
り、量を比較したりする活動を重ねることが重要です。図やグラフ、数直線などを活用して、数量の関係
を視覚的に整理する練習も効果的だと考えます。反復練習も効果的に用いて定着へつなげていきます。 
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（3） 理科 
学習指導要領の領域の内容別 平均正答率％ 
 「エネルギー」

を柱とする領域 
「粒子」を 
柱とする領域 

「生命」を 
柱とする領域 

「地球」を 
柱とする領域 

理科全体 

本校 ５５．１ ５５．６ ５７．６ ７４．２ ６３．０ 
東京都 ４９．９ ５３．７ ５４．１ ６９．１ ６０．０ 
全国 ４６．７ ５１．４ ５２．０ ６６．７ ５７．１ 

  ☆全体、領域別に見てもすべての項目で、全国の平均、東京都の平均を上回りました。３．４生の時の
講師の先生と担任による複数の指導体制、高学年では理科専科による指導のもとで、問題解決型の学
習と、基礎的な内容の確実な習熟を続けた成果であると考えています。 

 
●課題となる内容 
  「エネルギーを柱とする領域」では、身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる
物があることの知識が身に付いているかどうかをみる問題での正答率が１２．１ポイントと低くなってい
ます。アルミニウム、鉄、銅について、いずれかの金属が電気を通さないなどと回答している児童が８割
を超えました。 
また、「生命を柱とする領域」では、ヘチマの花粉を顕微鏡で観察するとき、適切な画像にするための

顕微鏡の操作を選ぶ問題での正答率が３９．４ポイントと低くなっています。接眼レンズから観察できる
画像がぼやけているものをはっきりとさせるために、調節ねじ以外の操作を選択してしまう児童が４割を
超えました。 

 
◎調査結果を受けての学習の重点 

ふだんの授業から、学習した知識を整理させることを意識し指導する必要があります。電気は「金属全
般を通す」共通の性質であること、磁石に「つく」のは鉄などの一部の金属に限られる特別な性質である
ことを明確に区別し、整理させていきます。また、日常生活と関連付け、電線（銅・アルミ）やクリップ
（鉄）など、身の回りの製品が「なぜその金属でできているか」を考察させることで、知識を用途と結び
付けるなど、学習の定着を図れるよう引き続き指導していきます。 
また、顕微鏡の操作については、教師が手順を実演するだけでなく、児童一人一人に最初から最後まで

の一連の操作を複数回声に出しながら行わせるなどの反復練習を心掛け、指導していきます。 
 
 
（4） 意識調査（一部抽出） 

今回の調査では、生活や学習、教科についての７７項目の意識調査が行われました。その結果から、一
部を抜粋してお知らせします。 

 
○学習習慣について 
１．朝食を毎日食べていますか。 

 当てはまる 
どちらかと言えば 

当てはまる 
どちらかと言えば 
当てはまらない 

当てはまらない 

本校 ９１．２ ７．２ ０．８ ０．８ 
東京都 ８４．３ ９．８ ４．４ １．５ 
全国 ８３．３ １０．４ ４．８ １．６ 

 
２．毎日同じくらいの時刻に寝ていますか。 

 当てはまる 
どちらかと言えば 

当てはまる 
どちらかと言えば 
当てはまらない 

当てはまらない 

本校 ４１．６ ４０．０ １５．２ ３．２ 
東京都 ３７．６ ４２．８ １６．１ ３．５ 
全国 ３８．９ ４３．０ １５．１ ３．０ 

 
３．毎日同じくらいの時刻に起きていますか。 

 当てはまる 
どちらかと言えば 

当てはまる 
どちらかと言えば 
当てはまらない 

当てはまらない 

本校 ５２．０ ４１．６ ４．０ ２．４ 
東京都 ５５．４ ３５．３ ７．７ １．５ 
全国 ５５．６ ３５．４ ７．６ １．４ 

 
１．学校の授業時間以外に、普段(平日)、１日当たりどれくらいの時間勉強をしますか。 

 ３時間以上 ２時間以上、 
３時間より 
少ない 

１時間以上、 
２時間より 
少ない 

３０分以上、 
１時間より 
少ない 

３０分より
少ない 

全くしない 

本校 ２４．０ １８．４ ２２．４ ２１．６ ８．０ ５．６ 
東京都 ２５．８ １３．０ ２２．８ ２１．５ １１．７ ５．２ 
全国 １２．１ １２．８ ２９．１ ２７．４ １２．９ ５．７ 

 
 
 



 
２．学校の授業時間以外に、普段(休日)、１日当たりどれくらいの時間勉強をしますか。 

 ３時間以上 
２時間以上、 
３時間より 
少ない 

1 時間以上、 
2 時間より 
少ない 

３０分以上、 
１時間より 
少ない 

３０分より 
少ない 

全くしない 

本校 ２０．０ ７．２ １１．２ １７．６ ３０．４ １３．６ 
東京都 １９．２ ６．１ ９．２ １９．８ ２９．２ １６．３ 
全国 ７．４ ４．４ ９．７ ２５．６ ３５．２ １７．５ 

４月の調査では、食事、睡眠に関しては、概ね「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答
した児童の割合は東京都、全国に比べて高いことが分かりました。各御家庭での指導のお陰であると考え
ています。一方で、現在の学校での子供たちの様子や会話等からは、睡眠不足や生活時間の乱れについて
の声も多く聞かれています。引き続き生活習慣の大切さについて指導していきたいと思います。御家庭で
の子供たちへの声掛けもお願いいたします。 
また、家庭学習に関しては、「１時間以上学習している」児童の割合は、平日、休日どちらも東京都、

全国に比べて高いことが分かりました。しかし、宿題があるにもかかわらず、家庭学習を「全くしない」
という児童は現在も一定数見られます。中学校進学に向けて、引き続き保護者の皆様と協力をしながら指
導をしていきたいと思います。 

 
○自己について 
１．自分には、よいところがあると思いますか。 

 
当てはまる 

どちらかと言えば 
当てはまる 

どちらかと言えば 
当てはまらない 

当てはまらない 

本校 ５４．４ ３６．０ ６．４ ３．２ 
東京都 ５０．９ ３６．３ ８．７ ４．１ 
全国 ４７．３ ３９．６ ９．１ ３．９ 

 
２．友達関係に満足していますか。 

 
３．学校に行くのは楽しいと思いますか。 

自分によいところがあると思えている児童の割合は東京都、全国に比べて多いようです。自己肯定感の
高さには、行事や日々の学校生活で、自分のやるべき仕事を全うすることによって得られた自己有用感も
一因としてあるように思います。最高学年として、これからも学校のために活躍する場面を設定するとと
もに、一人一人のよさを様々な方法で認め、子供たちの自信を高めていきます。 

 
○話合い活動について 
１．自分と違う意見について考えることは楽しいと思いますか。 

 
当てはまる 

どちらかと言えば 
当てはまる 

どちらかと言えば 
当てはまらない 

当てはまらない 

本校 ３９．２ ４２．４ １５．２ ３．２ 
東京都 ３３．６ ４３．６ １７．４ ５．３ 
全国 ３２．６ ４５．５ １７．１ ４．７ 

 
２．学級の友達との間で話し合う活動を通して、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりす

ることができていますか。 
 

当てはまる 
どちらかと言えば 

当てはまる 
どちらかと言えば 
当てはまらない 

当てはまらない 

本校 ４４．８ ３８．４ １２．０ ３．２ 
東京都 ４２．１ ４２．６ １１．３ ３．０ 
全国 ４０．９ ４４．０ １１．５ ２．７ 

１の質問に関しては、肯定的に捉えている児童が、東京都、全国と比べても高いことが分かりました。
本校では、一昨年度から、校内研究として話合い活動の充実に力を入れています。自分とは異なる意見を
尊重し、話し合うことを楽しんでいることが数値にも表れました。 
また、２の質問に対しては、８割以上の児童が肯定的に回答しているものの、2 割の児童が否定的、あ

るいは無回答にしています。話合いの前後で、自分の考えが深まったり変容したりしたことに気付くこと
ができるよう、話し合った内容についてのまとめや振り返りを丁寧に行い、考えが深まったことや、変容
したことを価値付けていきます。 

 

 
当てはまる 

どちらかと言えば 
当てはまる 

どちらかと言えば 
当てはまらない 

当てはまらない 

本校 ６８．８ ２１．６ ９．６ ０．０ 
東京都 ６１．４ ２９．１ ７．１ ２．３ 
全国 ６４．２ ２７．５ ６．２ ２．０ 

 
当てはまる 

どちらかと言えば 
当てはまる 

どちらかと言えば 
当てはまらない 

当てはまらない 

本校 ５５．２ ３３．６ ８．０ ３．２ 
東京都 ５０．６ ３５．５ ９．１ ４．７ 
全国 ４９．９ ３６．６ ９．１ ４．３ 



【１１月の行事予定】    生活目標  人の気持ちを大切にしよう  

日・曜日 行事（ ）は学年 日・曜日 行事（ ）は学年 

１（土） 

３（月） 

４（火） 

 

５（水） 

 ６（木） 

 ７（金） 

８（土） 

１０（月） 

１１（火） 

１２（水） 

１３（木） 

１４（金） 

 

石神井地区祭（雨天時は２日に延期） 

文化の日 

安全指導日 ふれあい月間始  

６校時委員会活動（５・６） 

歯科検診（４） 

未来塾（３・４） 

たてわり班活動 

土曜授業公開日 セーフティ教室（３） 

全校朝会（体育館） 

連合音楽会（５） 

集会委員会集会  

避難訓練 ２校時煙体験（４） 

たてわり班活動 

５時間授業（全）１４：２０下校 

１７（月） 

１９（水） 

２０（木） 

２１（金） 

２３（日） 

２４（月） 

２５（火） 

２６（水） 

２７（木） 

 

２８（金） 

クラブ活動（４～６） 

運動委員会集会 

未来塾（４～６） 

クリーン運動（清掃時） 

勤労感謝の日 

振替休日 

全校朝会（Meet） 

４時間授業（全）下校１３：００ 

４時間授業（全） 

給食・清掃後１３：３０下校 

ふれあい月間終 

研究発表会 ５時間授業（全） 

１４：３５下校 

※ １１月の避難訓練は、Ｊアラートが発令されたことを想定して行います。 

 

 

 

◆ お知らせ ◆ 
○ふれあい月間について 

「練馬区いじめ一掃プロジェクト」の一環として、今年度も「練馬区いじめ防止標語」を作成します。ま

た、１１月の「ふれあい（いじめ防止強化）月間」に合わせ、いじめアンケートを実施します。保護者の方

でも、何かお子様のことで気になることがありましたら、担任や養護教諭、スクールカウンセラー等に、御

遠慮なく御相談ください。 

２年生 遠足（小金井公園） 

 １０月３日（金）に小金井公園へ遠足に行きました。

昨年に引き続き、雨が心配でしたが、当日は遠足にちょ

うど良い気候となりました。初めて電車を使った遠足

でしたが、他の乗客の迷惑にならないように、マナーに

気を付けて乗車することができました。 

公園に到着すると、グループでウォークラリーや秋

探しビンゴをしました。友達と楽しみながら、落ち葉や

どんぐりなどの秋の自然にも親しむことができまし

た。子供たちが何より楽しみしていたのは、お家の方 

が心を込めて作ったお弁当です。友達とにこにこの笑 

顔で嬉しそうに食べて 

いました。 

保護者の皆様、朝早 

くから御準備、送り出 

しをしていただきあり 

がとうございました。 

☆子供たちの心のケア １１月の相談室予定☆  相談室電話 090-7197-4704 

いじめや人間関係、学校内外の生活のことなどで不安をもつ児童に対応するため、スクールカウンセラーと心のふ
れあい相談員が子供たちの相談にのります。また、保護者の方との御相談もできます。どうぞ御利用ください。 

スクールカウンセラー◇中村 光子 カウンセラー 火曜日   １１/４・１１・１８・２５ 
◇安間 明子 カウンセラー 水・木曜日 １１/１２・２０・２７ 

心のふれあい相談員 ◇岩見 靖子 先生 毎週 月・水・金  １１/５・７・１０・１４・１７・１９・２６・２８ 

1 年生 遠足（石神井公園） 

 ９月２６日（金）に石神井公園へ遠足に行きました。

小学校生活初めての遠足で、当日は天候にも恵まれま

した。ウォークラリーでは、たくさんの落ち葉やどん

ぐりを拾うことができました。また、三宝寺池の散策

を行い、子供たちは夢中になって公園の生き物を探し

ながら楽しみました。自然に囲まれながら友達と食べ

たお弁当は、いつもよりおいしく感じることができた

と思います。遠足を通して、交通ルールの大切さ、公

園でのマナーも学ぶこ 

とができました。校内 

ではできない体験をす 

ることができました。 

 お弁当の用意や様々 

な御協力をいただき、 

本当にありがとうござ 

いました。 

 

 


